
（和歌山県）

農
林
水
産
業
と
石
油
産
業
の
ま
ち
に 

生
じ
た「
転
換
」へ
の
明
る
い
兆
し

　

和
歌
山
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
市
域
西
部
が
紀

伊
水
道
に
面
す
る
有
田
市
は
、
国
内
有
数
の
温
州
み

か
ん（
有
田
み
か
ん
）産
地
と
し
て
、
つ
と
に
知
ら
れ

て
い
る
。
有
田
み
か
ん
は
有
田
市
（
旧
有
田
郡
有
田

町
）
を
は
じ
め
、
有
田
川
流
域
お
よ
び
紀
伊
水
道
沿

岸
部
に
位
置
す
る
有
田
郡
（
有
田
川
町
・
湯
浅
町
・

広
川
町
）
全
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
温
州
み
か
ん
の

ブ
ラ
ン
ド
だ
。

　

温
州
み
か
ん
の
産
地
は
そ
の
他
、
有
田
み
か
ん
と

も
関
わ
り
の
深
い
下
津
み
か
ん（
和
歌
山
県
）を
は
じ

め
、
愛
媛
県
、
静
岡
県
、
熊
本
県
な
ど
、
関
東
以
南

の
暖
地
に
多
い
。
中
で
も
有
田
み
か
ん
は
、
４
０
０

年
以
上
も
前
の
江
戸
時
代
初
期
か
ら
の
歴
史
を
持

ち
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本
一
の
み
か
ん
産
地
・

和
歌
山
県
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
地
位
を

保
っ
て
い
る
。

　

日
本
全
体
に
お
け
る
み
か
ん
栽
培
は
、
特
に

１
９
７
０
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ

産
オ
レ
ン
ジ
な
ど
外
国
産
か
ん
き
つ
類
の
輸
入
枠
増

大
化
や
自
由
化
が
実
施
さ
れ
た
影
響
な
ど
か
ら
、

年
々
生
産
量
を
減
少
さ
せ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

生
産
農
家
の
高
齢
化
、
次
世
代
の
担
い
手
不
足
も

深
刻
だ
。

　

そ
ん
な
状
況
下
、
有
田
市
で
は
近
年
、
市
と
業
界

関
係
者
の
連
携
に
よ
る
多
彩
か
つ
積
極
的
な
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
活
動
が
奏
功（
詳
細
は
後
述
）。
有
田
市
に

お
け
る
み
か
ん
産
業
は
栽
培
や
流
通
、
さ
ら
に
人
材

育
成
の
面
か
ら
も
新
た
な
地
平
を
開
き
つ
つ
あ
り
、

そ
の
動
向
は
各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
紀
伊
水
道
に
面
す
る
有
田
市
の
沿
岸
水
域

は
、
大
阪
湾（
瀬
戸
内
海
側
）か
ら
流
出
し
て
く
る
内

海
水
お
よ
び
、
紀
伊
半
島
か
ら
紀
伊
水
道
に
直
接
流

入
す
る
河
川
水
を
合
わ
せ
た「
内
海
系
水
」と
、
南
か

ら
上
っ
て
く
る
黒
潮
分
枝
流
に
よ
る「
外
海
系
水
」が

入
り
交
じ
り
、
魚
介
を
育
む
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
類
な
ど

が
豊
富
だ
。
そ
れ
に
引
か
れ
て
集
ま
る
小
型
の
魚

介
、
小
型
の
魚
介
を

餌
に
す
る
中
型
以
上
の
魚

種
も
多
く
、
絶
好
の
漁
場
を
形
成

し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
箕み
の
し
ま島

漁
港
を
中
心
に
有
田
市
内
五

つ
の
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
る
太
刀
魚
、
シ
ラ
ス
、

ア
ジ
、
サ
バ
、
マ
ダ
イ
な
ど
「
沿
岸
漁
業
の
水
揚
げ

高
」
は
、
和
歌
山
県
内
で
近
年
10
年
に
お
い
て
第
１

位
を
保
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
太
刀
魚
に
関
し

て
は
、
日
本
一
の
漁
獲
量
を
誇
る
（
全
国
漁
獲
量
の

８
～
９
％
）。
新
鮮
な
魚
介
を
原
料
と
す
る
「
か
ま

ぼ
こ
」「
ほ
ね
天
」「
ほ
ね
く
」「
え
び
せ
ん
べ
い
」な
ど

市 政 ル ポ 有
あ り だ

田市

多
彩
な
地
域
資
源
と
創
意
あ
ふ
れ
る
活
性
化
で
未
来
構
築
!!

目
指
す
の
は
人
が
輝
く
み
か
ん
色
の
魅
了
都
市
あ
り
だ
実
現

望
もちづき

月良
よし お

男
有田市長
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が
中
心
の
水
産
加
工
業
も
盛
ん
だ
。

　

箕
島
漁
港
に
注
ぐ
有
田
川
の
流
域
は「
木
の
国
・

紀
州
」
の
林
業
を
支
え
る
代
表
的
な
エ
リ
ア
の
一

つ
で
も
あ
る
。
河
口
に
位
置
す

る
有
田
市
の
林
業
・
製
材
事
業

所
は
、
み
か
ん
と
同
様
、
有
田

郡
（
有
田
川
町
・
湯
浅
町
・
広
川

町
）
全
域
の
事
業
者
と
連
携
し

「
有
田
川
木
材
協
同
組
合
」
を
形

成
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
有
田
市
は
古
来
、
天

然
資
源
と
そ
の
育
成
・
活
用
を
基

盤
と
す
る
第
一
次
産
業
（
農
林
水

産
業
）
の
全
て
に
秀
で
た
土
地
柄

を
長
年
か
け
て
培
い
、
保
持
し
て

き
た
の
だ
。
そ
の
一
方
、
昭
和
前

半
期
以
降
の
有
田
市
は
「
石
油
産

業
の
ま
ち
」
と
し
て
も
、
確
固
た

る
地
位
を
構
築
し
て
き
た
。

　

現
在
の
有
田
市
エ
リ
ア
に
石
油
産
業
が
進
出
し
た

の
は
、
昭
和
16（
１
９
４
１
）年
。
旧
東
亜
燃
料
工
業

株
式
会
社
が
旧
海
草
郡
椒
は
じ
か
み

村
（
現
有
田
市
初
島
町

地
区
）に
和
歌
山
工
場（
現
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
株
式
会
社
・

和
歌
山
製
油
所
）を
開
設
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　

椒
村
は
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
に
海
草
郡
初
島
町

と
な
り
、
翌
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
に
は
、
そ
の
隣

接
地
に
旧
有
田
郡
箕
島
町
・
保
田
村
・
宮
原
村
・
糸

我
村
の
合
併
に
よ
る
有
田
郡
有
田
町
が
誕
生
。
有
田

町
は
２
年
後
の
昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
５
月
に
有
田

市
と
な
り
、
隣
接
す
る
初
島
町
を
昭
和
37（
１
９
６
２
）

年
に
編
入
す
る
。
有
田
市
は
こ
う
し
て
、
石
油
産
業

の
ま
ち
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
来
、
有
田
市
で
は
工
業
出
荷
額
の
ほ
と
ん
ど

を
、
石
油
産
業
が
担
っ
て
き
た
と
い
う
側
面
が
あ

る
。
雇
用
の
場
と
し
て
の
役
割
も
大
き
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
、
令
和
４（
２
０
２
２
）年
１

月
25
日
、「
令
和
５
年
10
月
を
め
ど
に
和
歌
山
製
油

所
の
機
能
を
停
止
」す
る
と
の
発
表
を
突
然
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
本
欄
の
取
材（
令
和
４
年
11
月
25
日
）前

日
、
つ
ま
り
11
月
24
日
に
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
新
た
に

「
和
歌
山
製
油
所
に
お
け
る
持
続
可
能
な
航
空
燃
料

の
製
造
に
関
す
る
事
業
化
調
査
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
発
信
。
令
和
４
年
１
月
に

発
表
し
た
完
全
撤
退
の
方
針
を
撤
回
し
、
従
来
の
石

油
精
製
に
代
わ
る
Ｓ
Ａ
Ｆ（
持
続
可
能
な
航
空
燃
料
）

製
造
の
事
業
化
を
和
歌
山
製
油
所
で
行
い
、
令
和
８

（
２
０
２
６
）年
ま
で
に
日
本
に
お
け
る
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
持

続
可
能
な
量
産
供
給
体
制
を
構
築
す
る
と
の
方
針
を

打
ち
出
し
た
。

　

望
月
良
男
有
田
市
長
は
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
こ
の
声

明
を
受
け
、
本
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
開
始
時
間
（
15

時
か
ら
）
直
前
の
11
月
25
日
13
時
に
急
き
ょ
、
地
元

自
治
体
首
長
と
し
て
記
者
会
見
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　
「
80
年
の
歴
史
を
持
つ
石
油
産
業
が
失
わ
れ
る
代

約80年の歴史を有するENEOS和歌山製油所石積み階段を使った有田地域のみかん栽培システムは「日本農業遺産」
認定（令和3年認定）

日本一の漁獲量を誇る太刀魚は市の漁業のシンボル的存在

有田市

和歌山市
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わ
り
に
、
持
続
可
能
な
次
世
代
航

空
燃
料
の
製
造
が
有
田
市
で
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
有

田
市
に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
、
非
常
に
大
き
な
朗
報
と
い

え
ま
す
」

　

記
者
会
見
直
後
の
余
韻
冷
め
や

ら
ぬ
雰
囲
気
の
ま
ま
、
し
か
し
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
臨
ん
で
、
望
月

市
長
は
そ
う
冷
静
に
語
り
始
め
た
。

原
産
地
呼
称
管
理
制
度
に
込
め
ら
れ
た 

持
続
可
能
な
未
来
へ
の
願
い

　
「
実
際
問
題
、
今
年
（
※
令
和
４
年
）
１
月
25
日
に

和
歌
山
製
油
所
の
機
能
停
止
の
一
報
を
受
け
た
時

は
、
有
田
市
全
体
に
激
震
が
走
り
ま
し
た
。
脱
炭
素

へ
の
社
会
的
な
流
れ
か
ら
し
て
も
、
化
石
燃
料
の
代

表
で
あ
る
石
油
産
業
が
、
い
ず
れ
事
業
内
容
を
転
換

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
明
白
で
す
。
し
か
し
、
段

階
を
踏
ん
だ
上
で
の
撤
退
で
な
く
、
全
面
操
業
停
止

の
方
針
が
突
然
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
私
自

身
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

何
し
ろ
こ
の
約
80
年
間
、
あ
る
の
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
思
っ
て
い
た
市
の
経
済
基
盤
の
一
つ
が
、
突

如
と
し
て
終
わ
り
を
告
げ
ら
れ
た
の
で
す
。
地
元
と

し
て
は
、
一
日
で
も
長
い
存
続
を
図
っ
て
ほ
し
い
、

将
来
的
な
雇
用
を
守
る
た
め
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
新

た
な
産
業
創
造
な
ど
へ
の
方
向
性
）
も
示
し
て
ほ
し

い
と
、
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
強
く
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
撤
退
発
表
か
ら
10
カ
月
が
経
過
し
た
昨

日
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
製
造
へ
と
方
針
が
大
き
く
転
換
し
た
の

で
す
。
国
内
の
石
油
元
売
り
最
大
手
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

に
と
っ
て
も
、
石
油
精
製
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｆ
製
造
へ
の
切

り
替
え
は
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
ょ
う
。
そ
の
重

要
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、
有
田
市
を
舞
台
に
実
施
し
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
感
謝
の
念
し
か
あ

り
ま
せ
ん
」（
望
月
市
長
）

　

石
油
産
業
の
ま
ち
か
ら
持
続
可
能
な
次
世
代
航
空

燃
料
の
ま
ち
へ
―
―
。
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
に
よ
る
「
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
、
有
田
市
を
舞
台
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
だ
が
、
い
か
に
も
「
現
在
の
有

田
市
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
展
開
」
だ
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

平
成
20（
２
０
０
８
）年
９
月
に
、
当
時
36
歳
の
望

月
市
長
が
就
任
し
て
以
来
、
有
田
市
の
ま
ち
づ
く
り

は
今
に
至
る
も
、
ま
さ
に「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
続
」で

あ
り
続
け
て
い
る
か
ら
だ
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
有
田
市
に
は
名
誉

市
民
で
も
あ
る
名
将
・
尾び
と
う藤

公た
だ
し

監
督
の
下
、
高
校

野
球
界
に
一
時
代
を
築
い
た
和
歌
山
県
立
箕
島
高
校

（
明
治
40
／
１
９
０
７
年
創
立
）が
あ
る
。
春
の
甲
子

園
初
出
場
（
昭
和
43
／
１
９
６
８
年
）
を
皮
切
り
に
、

甲
子
園
常
連
校
と
な
り
、
昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年

に
は
春
夏
連
覇
を
達
成
。
尾
藤
監
督
が
指
導
し
た

１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
、
箕
島
高
校

は
春
３
回
・
夏
１
回
の
甲
子
園
制
覇
を
果
た
し
た
。

　

そ
し
て
望
月
市
長
は
、
平
成
７（
１
９
９
５
）年
に

勇
退
し
た
尾
藤
監
督
の
監
督
生
活
最
晩
年
に
近
い
、

平
成
２（
１
９
９
０
）年
度
の
箕
島
高
校
野
球
部
に
お

い
て
、
副
主
将
を
務
め
て
い
る
。
望
月
市
長
の
現
役

時
代
に
は
「
甲
子
園
に
は
一
度
も
出
場
で
き
な
か
っ

「えみくるARIDA」の隣接地に建設中の新都市公園（運
動型健康増進総合施設）。両施設の併用で市民のさら
なる健康維持・増進を図る

有田市内には「熊野古道」も縦横に分布

有田市が「たっちょの日（太刀魚の日）」と定めた11月11日の前
後は「たっちょ祭り」を実施。（写真は令和4年、浜のうたせで
開催）

ENEOS和歌山製油所に隣接する「えみくるARIDA（有田市民水
泳場）」。天井部分には紀州産材が使用されている
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有田市　市 政 ル ポ

（和歌山県）

た
」
そ
う
だ
が
、
箕
島
高
校
を
卒
業
後
、
平
成
３

（
１
９
９
１
）年
４
月
か
ら
平
成
10（
１
９
９
８
）年
３

月
ま
で
は
有
田
市
消
防
本
部
に
勤
務
。
家
業
の
建
設

業
に
転
じ
た
後
、
平
成
15（
２
０
０
３
）年
か
ら
平
成

19（
２
０
０
７
）年
ま
で
有
田
市
議
会
議
員
を
経
験
。

　

平
成
20
年
の
市
長
選
に
出
る
際
に
は
、
尾
藤
監
督

か
ら「
自
分
の
た
め
で
な
く『
全
て
の
基
本
を《
人
の

た
め
》に
置
い
て
、
自
分
ら
し
く
頑
張
り
な
さ
い
』と

の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
」
と
望
月
市
長
。
そ
の
言
葉

を
胸
に
刻
み
な
が
ら
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
続
」と
な

る
市
政
運
営
の
道
を
、
望
月
市
長
は
就
任
か
ら
４
期

15
年
目
と
な
る
現
在
も
、
ひ
た
走
り
続
け
て
い
る
。

　

望
月
市
長
が
就
任
後
に
ま
ず
行
っ
た
の
は
「
痛
み

を
伴
う
財
政
再
建
」
と
、
有
田
市
の
地
域
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
と
も
言
う
べ
き
《
有
田
み
か
ん
の
再
ブ

ラ
ン
ド
化
》
へ
の
着
手
だ
っ
た
。
具
体
的
に
は
有
田

市
産
・
有
田
み
か
ん
の
海
外
へ
の
販
路
拡
大
も
視
野

に
入
れ
た「
原
産
地
呼
称
管
理
制
度
」の
導
入
だ
。

　
「
有
田
み
か
ん
の
原
産
地
呼
称
管
理
制
度
は
、
有

田
市
の
特
産
品
で
あ
る
有
田
み
か
ん
の
中
で
も
高
品

質
な
も
の
を
公
的
部
門
（
有
田
市
原
産
地
呼
称
管
理

委
員
会
）
が
認
定
し
、
そ
の
基
準
に
の
っ
と
っ
た
厳

正
な
品
質
管
理
を
常
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費

者
に
安
心
や
信
頼
感
を
与
え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

原
産
地
呼
称
管
理
委
員
会
が
認
定
し
た
有
田
市
産

の
温
州
み
か
ん
果
実
、
温
州
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
に
は

《
有
田
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
》の
マ
ー
ク
を
使
う
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
よ
り
優
良
な
生
産
者
・
事
業
者
の
育

成
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
働
く
人
々
に
と
っ

て
は
誇
り
の
源
泉
と
な
り
、
自
ら
の
仕
事
や
、
地
域

へ
の
愛
着
を
高
め
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

原
産
地
呼
称
管
理
制
度
は
、
ワ
イ
ン
業
界
で
は
世

界
的
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
制
度
で
す
。
日
本
で
は
長
野

県
が
平
成
14（
２
０
０
２
）年
、
県
産
の
ワ
イ
ン
に
対

し
て
、
こ
の
制
度
を
適
用
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

現
在
は
対
象
が
長
野
県
産
の
日
本
酒
・
米
・
焼
酎
・

シ
ー
ド
ル
に
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
本
当
の
意
味
で

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
名
声
を
確
立
し
て
い
ま

す
」（
望
月
市
長
）

　

同
様
の
事
例
で
は
佐
賀
県
が
、
平
成
16（
２
０
０
４
）

年
度
に
原
産
地
呼
称
管
理
委
員
会
を
設
置
。
県
内
の

蔵
元
で
醸
造
ま
た
は
蒸
留
さ
れ
た
純
米
酒
・
本
格
米

焼
酎
の
品
質
管
理
を
厳
格
に
行
い
、
再
ブ
ラ
ン
ド
化

に
成
功
し
て
い
る
。

　

そ
の
点
、
平
成
22（
２
０
１
０
）年
３
月
に
開
始
し

た
有
田
市
の
原
産
地
呼
称
管
理
制
度
は
「
市
単
独
で

の
事
業
」
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
だ
。
ま
た
、
和
歌

山
み
か
ん
の
中
の
有
田
み
か
ん
、
有
田
み
か
ん
の
中

の「
有
田
市
産
・
有
田
み
か
ん
」、
さ
ら
に
そ
の
中
か

ら
厳
選
し《
良
品
を
認
定
》す
る
と
い
う
仕
組
み
に
つ

い
て
、
全
て
の
み
か
ん
生
産
者
の
理
解
を
得
る
の

は
、
現
時
点
で
は
難
し
い
こ
と
も
少
な
く
な

い
は
ず
だ
。
時
に
は
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る

だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
望
月
市
長
が
、
あ
え
て
原
産
地
呼

称
管
理
制
度
を
推
進
し
て
き
た
背
景
に
は
、
有

田
み
か
ん
と
い
う
４
０
０
年
以
上
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
持
つ
特
産
品
を
、
世
界
に
通
用
す
る
「
本

物
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
し
た
い
」
と
い
う
市
長

自
身
の「
情
熱
」が
あ
る
。
さ
ら
に「
本
物
の
地

域
ブ
ラ
ン
ド
」
の
環
を
、
将
来
的
に
漁
業
や
林

業
に
ま
で
広
め
た
い
、
第
一
次
産
業
に
携
わ
る

全
て
の
人
々
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
誇
り
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
す
る「
願
い
」が
あ
る
。

原産地呼称管理制度発足で再ブランド化が進む「有田みかん」「みか
んのまち有田」の未来を考える《みかんシンポジウム》（令和4年9月17
日開催）

原産地呼称管理制度による厳密な「みかんジュース官能審査委員会」
を経て、「有田市認定みかんジュース」は選ばれる（令和4年度審査委
員会場）
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多
方
面
で
同
時
多
発
的
に
進
行
中
!! 

地
域
振
興
の
多
彩
な
試
み
と
現
況

　
「
私
が
市
長
就
任
直
後
か
ら
、
財
政
再
建
と
共
に

有
田
み
か
ん
の
原
産
地
呼
称
管
理
制
度
を
推
進
し
た

の
は
、
有
田
市
と
し
て
の『
ま
ち
の
特
徴
・
特
質
』を

最
大
限
に
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
石
油
産
業
は
経
済
的
基
盤
と
し
て
は
重

要
で
す
が
、
有
田
市
古
来
の
歴
史
的
基
盤
か
ら
培
わ

れ
て
き
た
産
業
は
、
や
は
り
第
一
次
産
業
で
す
。
有

田
市
の
土
台
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
こ
の
第
一
次

産
業
が
廃
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
る
い
は
自
ら
発
展

し
よ
う
と
す
る
気
概
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
外

部
要
因
で
経
済
的
に
い
く
ら
潤
っ
た
と
し
て
も
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
要
で
あ
る
地
域
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
保
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

有
田
市
の
持
続
可
能
な
未
来
に
は
、
そ
う
し
た
外

部
要
因
と
内
部
要
因
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
拮き
っ
こ
う抗

し
な
が
ら
発
展
し
て
い
く
形
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
が
市
長
に
就
任
し
た
当
時
の
市
民

の
共
通
認
識
は
、
残
念
な
が
ら
『
み
か
ん
だ
け
じ
ゃ

食
え
な
い
』
と
か
『
漁
業
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な

い
』
と
い
う
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
空
気
が
支
配
的
で
し

た
」（
望
月
市
長
）

　

そ
ん
な
空
気
を
打
ち
破
る
た
め
に
始
め
た
施
策
の

一
つ
が
、
有
田
み
か
ん
の
原
産
地
呼
称
管
理
制
度

だ
っ
た
。
そ
の
波
及
効
果
は
単
に
有
田
市
産
・
有
田

み
か
ん
の
再
ブ
ラ
ン
ド
化
の
み
な
ら
ず
、
有
田
市
の

ま
ち
の
特
徴
を
形
成
す
る
第
一
次
産
業
全
域
に
及
ぼ

う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
象
徴
的
な
施
設
が
、
箕
島
漁
港
の
一
角（
辰
ヶ

浜
）に
、
有
田
市
と
有
田
箕
島
漁
業
協
同
組
合
と
の

連
携
で
令
和
２（
２
０
２
０
）年
５
月
に
開
業
し
た

「
有
田
箕
島
漁
協
直
営
・
新
鮮
市
場 

浜
の
う
た
せ
」

だ
。
こ
の
施
設
が
誕
生
し
た
の
も
望
月
市
長
の
強
い

想
い
が
き
っ
か
け
で
、
漁
協
の
直
営
で
は
あ
る
が
、

原
産
地
呼
称
管
理
制
度
か
ら
生
ま
れ
た
有
田
市
認
定

み
か
ん
、
有
田
市
認
定
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
、
有
田
み

か
ん
を
活
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
、
同
六
次
産
業
化
製
品

な
ど
が
、
太
刀
魚
を
は
じ
め
と
す
る
、
県
内
第
一
位

の
沿
岸
漁
業
の
地
な
ら
で
は
の
豊
富
な
魚
介
や
加
工

品
な
ど
と
共
に
、
一
堂
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た「
浜
の
う
た
せ
」に
は
有
田
市
の
新
鮮
な
魚
介

や
大
地
の
恵
み
を
味
わ
え
る
飲
食
棟（
う
た
せ
食
堂
）

も
併
設
さ
れ
、「
浜
の
う
た
せ
」は
開
業
３
年
目
に
し

て
、
早
く
も
有
田
市
観
光
の
目
玉
ス
ポ
ッ
ト
の
地
位

を
確
立
し
た
。

　

有
田
市
で
は
そ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
活
性
化
に
資

す
る
ア
イ
デ
ア
豊
富
な
施
策
・
事
業
が
同
時
多
発
的

に
、
現
在
進
行
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
有
田
み
か
ん
に
即
し
た
施
策
で
い
え
ば
、

市
職
員
が
正
規
の
職
務
以
外
に
、
市
内
の
み
か
ん
農

家
の
手
伝
い
を
し
て
報
酬
を
得
る
こ
と
を
許
可
す
る

「
副
業
容
認
制
度
」は
、
い
か
に
も
有
田
市
ら
し
い
ユ

ニ
ー
ク
な
制
度
だ
。

　
「
こ
の
制
度
の
背
景
に
は
、
繁
忙
期
に
お
け
る
労

働
力
確
保
が
困
難
な
市
内
の
み
か
ん
農
家
が
全
体
の

４
割
近
く
に
上
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
課
題
を
少
し
で
も
解
決
す
る
と
と
も
に
、

市
職
員
が
地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
活
動
の
一
環
と

い
う
形
で
取
り
組
む
こ
と
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
み

か
ん
農
業
の
現
状
を
知
る
の
に
も
適
し
て
い
る
。
そ

「5つ星プロジェクト」の重要ポイント「矢櫃地区」の斜面を活用した
住宅街。地中海沿岸のような景観が広がる

ENEOS和歌山製油所の沖合に浮かぶ無人島「地ノ島」は釣りと海
水浴の人気スポット。新観光ルート「5つ星プロジェクト」の重要ポ
イントでもある
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（和歌山県）

の
よ
う
な
判
断
か
ら
、
公
務
員
の
副
業
禁
止
の
原
則

の
例
外
規
定
と
し
て
認
め
て
い
ま
す
」（
望
月
市
長
）

　

ま
た
、
若
手
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
平
成
28

（
２
０
１
６
）
年
か
ら
開
始
し
た
「
西
海
岸
エ
リ
ア
５

つ
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
市
内
の
地
域
財
産
（
資

源
）を
つ
な
げ
た
観
光
ル
ー
ト
の
発
信
事
業
だ
。

　
「
５
つ
星
」と
は
魅
力
的
な
観
光
資
源
が
潜
在
す
る

西
海
岸
エ
リ
ア
に
、
五
つ
の
拠
点
（
岬
の
稜り
ょ
う
せ
ん線を
走

る
風
光
明め
い
び媚
な
有
田
み
か
ん
海
道
／
太
刀
魚
の
水
揚

げ
日
本
一
を
誇
る
箕
島
漁
港
／
紀
伊
水
道
に
浮
か
ぶ

無
人
島
・
地
ノ
島
／
有
田
み
か
ん
出
荷
の
拠
点
で

あ
っ
た
歴
史
あ
る
港
町
／
美
し
い
海
岸
と
急
き
ゅ
う
し
ゅ
ん
峻
な
斜

面
に
住
宅
街
が
広
が
る
矢や
び
つ櫃
地
区
）
を
定
め
、
地
域

の
人
々
と
共
に
、
地
域
財
産
と
し
て
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
行
い
、
多
彩
な
活
性
化
施
策
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
と
す
る
試
み
で
、
新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て

人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
全
国
の
地
方
都
市
と
同
様
、
有
田
市
も
人

口
減
少
が
進
み
つ
つ
あ
る
（
昭
和
55
／
１
９
８
０
年

の
３
万
５
６
８
３
人
を
ピ
ー
ク
に
、
令
和
４
年
12
月

１
日
現
在
で
２
万
６
２
４
２
人
）。
そ
の
対
策
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
施
策
の
う
ち
、
特
徴
的
な
の

が
、
若
者
・
子
育
て
世
代
の「
未
来
応
援（
誘
致
）施

策
」
の
一
環
と
位
置
付
け
ら
れ
る
「
マ
リ
ー
・
ユ
ー

（M
arry Y

ou

）事
業
」だ
。

　
「
マ
リ
ー
・
ユ
ー
事
業
は
結
婚
後
の
住
ま
い
の
支

援
か
ら
、
妊
娠
お
よ
び
子
育
て
中
、
さ
ら
に
子
ど
も

た
ち
が
自
立
す
る
20
歳
代
に
至
る
ま
で
の
要
所
々
々

の
金
銭
的
・
精
神
的
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
、
病
児
・
病
後
児
へ
の
各
種
支
援

な
ど
、
一
つ
の
家
族
が
生
ま
れ
、
次
世
代
が
巣
立
つ

ま
で
に
実
施
す
る
各
種
支
援
を
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し

た
制
度
で
す
」（
望
月
市
長
）

　

全
て
の
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
不
可
欠

な
医
療
環
境
の
拡
充
化
に
つ
い
て
も
、
既
存
の
有
田

市
立
病
院
に
代
わ
る《
仮
称
・
新
有
田
市
立
病
院
》の

建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
現
在
の
有
田
市
立
病
院
に
お
い
て
も
、

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
と
の
連
携
に
よ

り
、
い
っ
た
ん
閉
じ
て
い
た
産
婦
人
科
部

門
が
再
開
し
、
今
年（
※
令
和
４
年
）２
月

に
は
、
約
２
年
４
カ
月
ぶ
り
に
分ぶ
ん
べ
ん娩
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
充
実
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
令
和
８
年
度
開
業
を
目
標
に
、
指

定
管
理
に
よ
る
新
有
田
市
立
病
院
建
設
計

画
を
進
め
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
病

院
は
総
務
省
《
公
立
病
院
医
療
提
供
体
制

確
保
支
援
事
業
》
の
専
門
的
支
援
と
、
地
域
医
療
振

興
協
会
と
の
連
携
の
下
に
、
20
年
先
を
見
据
え
た
、

全
国
の
地
域
医
療
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
体
制
の

構
築
を
考
え
て
お
り
ま
す
」（
望
月
市
長
）

　

ち
な
み
に
新
有
田
市
立
病
院
は
、
統
合
予
定
の
中

学
校（
保
田
中
学
校
）の
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
。
令
和

５
年
４
月
に
は
、
や
は
り
統
合
後
の
中
学
校
（
初
島

中
学
校
）
跡
地
に
《
和
歌
山
医
療
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学

校
》も
開
校
す
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
有
田
市
の
ア
イ
デ
ア
豊

富
な
施
策
・
事
業
全
般
に
共
通
す
る
の
は
、
望
月
市

長
の
情
熱（
想
い
）を
支
え
る
、
細
部
ま
で
配
慮
の
目

が
行
き
届
い
た「
丁
寧
さ
」と
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

の「
周
到
さ
」だ
。

　

市
長
就
任
当
初
か
ら
「
ま
ち
の
特
徴
・
特
質
を
極

力
活
用
し
、
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
輝
く
ま
ち
づ
く

り
を
常
に
志
向
」
し
て
き
た
望
月
市
長
が
け
ん
引
す

る
「
既
存
の
事
例
に
捉
わ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」は
、
さ
ら
に
続
い
て
い
く
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
４
年
11
月
25
日
）

有田市の海の幸・山の幸・里の幸が一堂に会する「浜のうたせ」

有田市認定みかん使用のオリジナル・スイーツ（ノ
エル・アリダ・スイーツ）は毎年クリスマス・シー
ズンに市内で販売される

有田市では中学校の統合と跡地利用が順調に進行している（写真は
統合で誕生する新中学校・有和中学校）
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